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発表内容 福井県衛生環境研究センターでは 1970（昭和 45）年から約 40年間にわたり、
大気汚染常時監視業務を行ってきている。これまでの取組み結果をもとに、福

井県における大気汚染状況の経年的な推移および大気汚染常時監視業務の変

遷についてとりまとめた。 
大気汚染状況の経年的な推移に関しては、二酸化硫黄（SO2）、二酸化窒素

（NO2）、浮遊粒子状物質（SPM）、光化学オキシダント（Ox）、一酸化炭
素（CO）、非メタン炭化水素（NMHC）の 6物質について、福井県の代表的
測定局 4局（三国局、福井局、神明局、敦賀局；ただし COについては自排局
3局）の平均濃度の過去 32年間（1978～2009年度）の推移と環境省が集計し
た全国平均の濃度推移とを比較した。 
その結果、本県における濃度推移の傾向は全国平均の傾向と類似しており、

ほとんどの項目で改善傾向が認められる（Oxのみ漸増傾向を示している）。 
また、濃度レベルにおいて、NO2、CO、NMHCに関して全国平均よりも低め
であることが認められ、自動車排出ガスの影響の差異によるものと考えられ

る。 
本県の大気汚染常時監視業務に関しては、昭和 40 年代後半に関係法律の改
正や福井臨海工業地帯（現テクノポート福井）の造成を契機として、テレメー

タシステムの導入など監視体制の整備が進んだ。 
県の測定局数は 1977（昭和 52）年にピーク（31局）に達したが、その後、

大気汚染状況の全般的な改善傾向等を踏まえて測定局配置の見直しが行われ、

現在はピーク時の約 2/3（18局；移動測定局「みどり号」を含む）に減少した。 
テレメータの方式は当初は無線通信方式のみであったが、2000（平成 12）
年度から実施した測定局再配置に伴って奥越地域や若狭地域の測定局とも通

信を行うことが必要になったことから、新たに有線（ISDN）通信方式を取り
入れた。 
また、インターネットが次第に普及してきたことから、ホームページによる

データ提供機能や電子メールによる高濃度発生通報機能をテレメータシステ

ムに追加するとともに、データ収集に関しても電子メール方式を一部の測定局

（最近更新した「みどり号」など）で開始した。 
 


